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研究の概要（200～300字で記入、図･グラフ等は使用しないこと。） 
本研究は、乳がんの経験において同病者に出会い、関わることの意味を明らかにするこ

とを目的とした研究である。乳がん同病者の関係性とらえるために、乳がん経験者への

インタビュー調査と患者団体のイベントや集まりを参与観察して得たデータをもとに、

「ピア・サポート」「女同士の友情」「継承関係」の視座から検討を行った。  
研究成果については、社会福祉研究所開催の研究例会で報告したほか、博士学位論文を

提出した。また、論文を作成し投稿した。  

 
キーワード（研究内容をよく表しているものを３項目以内で記入。） 

〔乳がん 〕 〔同病者関係 〕 〔女同士の友情 〕 
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研究成果の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 

本研究の成果は以下の 2点である。 

 

１．  文献調査とインタビュー調査の結果から分析を行い、乳がん同病者の関係におい

て「ピア・サポート」「女同士の友情」が交差する状況があることを指摘し、そ

の構造を明らかにした  
先行研究において、乳がん同病者関係は「ピア・サポート」の典型的な性格を有するこ

とが指摘されてきた。けれども、研究代表者が調査を進めていくうちに見えてきたのは

もっと多面的な関わりを含むことである。乳がん罹患者の 99.5％は女性であることか

ら、乳がん同病者の関係は意図せざるとも結果的に女性同士である。そうであるなら

ば、「女性同士の友情」としてジェンダーの視点から乳がん同病者の関係をとらえるこ

とができるのではないだろうか。他のがんの患者会と比較したときに、とりわけ乳がん

の患者会が活発で盛り上がっていることの背景には、病気との付き合いが長期におよ

ぶ慢性疾患であることが主な要因としてあげられるが、女性ばかりの同性のグループ

であることも大きな要因ではないかと考えた。  
研究代表者は、インタビューで話を聞く際に当初は家族に関する質問を特にしていな

かった。インタビュー後にトランスクリプトをみて、家族に関する語りに厚みがあり際

立っていることに気づいた。中でもとくに語られることの多かった、夫／子ども／実の

母親に語りを分けて、分析を行った。家族との関わりについては、病気について家族が

わかる／わからないという「理解をめぐる問題」が多く語られていた。  
「痛みは個人的なものである」（ Frank 1995＝ 2002）という意味において、病気を経験

していない家族には病気による痛みや辛さが伝わらず、病者が家族の中で孤立してし

まう状況がある。さらに、乳がんに罹患した女性は、家族の中で母・妻・娘・嫁の役割

を担う人が多いことから、「家族という私的領域のただ一人の責任者」（牟田  2009：70）
という立場によって、家族に対して病気の辛さを伝えないという点でも孤立を余儀な

くされる状況にある。「疾患のカテゴリー」と「ジェンダーのカテゴリー」、二重の意味

において乳がんを経験した女性は家族の中で孤立しやすい状況に置かれると言える。  
続けて、本研究の調査協力者は、家族にわかってもらえない話に続けて、わかってもら

えないことを同病者と共有する話を一連の話として語っていることに着目し、そのこ

とが何を意味しているのかを検討した。乳がんを経験した女性は、病いによって「閉ざ

され」ているだけでなく、家族を「情緒面でサポートするという役割」を持つ「ケアの

担い手」であるがゆえの「閉ざされ」た状況に置かれている。同病者に出会うことは、

二重の意味で「閉ざされ」た状況から「互いに開かれる」経験である。そのことが、乳

がん同病者同士が相互に理解しサポートして、親密に支え合う関係を生み出している

と言える。「ケアする」女性は、同じような立場を共有する女性との関係の中でお互い

に理解しあうことで、孤立した状況から連帯に開かれていることが明らかになった。  
 
２．  乳がん同病者の関係性について研究を進めていくなかで「ピア・サポート」「女

同士の友情」に加えて「継承関係」があることを提示した  
研究代表者は、乳がん同病者の関係性について「ピア・サポート」「女同士の友情」の

２つの視座より検討を行っていた。研究を進めていく過程で、「継承関係」としてとら

えられるのではないかと気づいた。  
乳がん同病者の関係の中で展開されている「継承関係」について、誰に向けて、何を、

どのように継承しているのだろうかという問いを立て、分析・考察を行った。その結

果、 3 つの継承関係を明らかにした。  
第１は、乳房再建を検討する人に「具体の乳房」を伝えることがあった。研究代表者は 2014
年より乳がん経験者への調査を開始した。 2013 年・ 2014 年は乳房再建手術が保険適用と

なった年だったこともあり、乳房再建に関する情報共有が積極的に行われた時期に重なっ

た。  
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研究成果の概要（ つ づ き ）  

実際の乳房を直接見ること・触ることによる継承は、「乳房再建経験者の生の姿を見た

い」「自分の中で納得できるものをみつけたい」「こんなはずじゃなかった」という後か

ら来る人の「助けを求める呼びかけ」（ Frank 1995＝ 2002： 246）に応える形で行われて

いた。フランク（ Frank 1995=2002）が「病いの物語」の共有において想定したのは「聴

くこと、語ること」であったのに対して、本稿で見てきた乳房再建をめぐる同病者関係

の中では、生身の身体を直接見ること、触ることがより重視されていた。再建乳房を直

接見て触れる非言語的な要素によって、初めて伝わるリアリティがある。再建経験者の

「生の姿」、実際の乳房に見る・触れて、自分の身体をそこに重ねて「ようやく自分の中

でああしよう、こうしようということを考えられる」。乳房喪失の苦しみの中で見えなく

なっていた自らの乳房の行方を検討できるようになっていた。「先輩」からの継承を受け

た人は、「恩返し」として自分が「先輩」になって「後輩」の患者に受け継ぐ。こうして

脈々と続く乳房再建の継承があった。  
第２は、恐怖や不安の中にいる人に「あのときの自分」が聞きたかった言葉を伝えるこ

とがあった。乳がんの経験では、強い恐怖や不安の感情を抱えながら過ごす。その恐怖

や不安は、時に誰かのたった一言によって緩和されることもある。乳がん同病者の関係

では、恐怖や不安を経験した人が、かつての自分のように強い恐怖や不安の最中にいる

他者に向けて、「あの時の自分」に声をかけるように言葉を伝えていた。それは他者の不

安や恐怖を和らげること、「希望」をもたらすことであると同時に、絶望的な気持ちを味

わった過去の自分を癒すことであった。その言葉を必要とする人は、目の前にいて直接

言葉をかけられる場合もあれば、いま目の前にはいない場合もある。目の前にはいなく

ても、どこかにその情報を必要とする人はいる。彼女たちは、必要とする人に届くよう

にと願いを込めて、メディアを通してメッセージを発信していた。  
第３は、社会に向けて乳がんの経験を継承することがあった。本研究で見てきた「継承」

の宛先は、乳がんを経験した同病者の関係にとどまらず、社会に対しても開かれていた。

がん罹患者の生存率は高くなり、がんは「不治の病」から「慢性疾患」へと変化してき

た。しかしながら、「がんイコール死」というマイナスのイメージは今日もなお根強く残

り、「がん蔑視」がなくならない現状がある。そのマイナスイメージに抵抗して「払拭し

たい」という思いがある。社会を変えるためには、「私たちがん患者」が自ら声をあげて

行動することが大切だとして、社会に対してさまざまな形で働きかけていた。  
乳がん同病者の関係を論じた先行研究の中では、同病者関係において「再発」や「死」は

タブーであるとされてきた。再発がわかった時点で「心理的な壁」が形成されて関係が

下火になると言われてきた（高橋  1998）。しかし、本研究の事例からは、同病者の関係

の中に「ピア・サポート」だけでなく「女同士の友情」や「継承」という概念を持ち、関

係を組み換えることによって、「ピア・サポート」の限界を乗り越えられる可能性がある

ことが示された。  
 

参考文献 

Frank,  A .W， 1995， The Wounded Storytel ler： Body,  I l lness ,  and  Ethic， Chicago：
The Universi ty  o f  Chicago．(=2002，鈴木智之訳，『傷ついた物語の語り手 ――病い・

身体・倫理』ゆみる出版． )   
牟田和恵， 2009，「ジェンダー家族のポリティックス――家族と性愛「男女平等」主義を

疑う」，牟田和恵編，『家族を超える社会学 ――新たな生の基盤を求めて』，新曜社，67-
89.  

高橋都， 1998，「乳がん患者の相互扶助行動――わが国における病院内患者交流に着目し

て」，久保紘章・石川到覚編，『セルフヘルプ・グループの理論と展開』，中央法規， 
74-95．  

※ こ の （ 様 式 ２ ） に 記 入 の 成 果 の 公 表 を 見 合 わ せ る 必 要 が あ る 場 合 は 、 そ の 理 由 及 び 差 控 え 期 間 等  

を 記 入 し た 調 書 （ Ａ ４ 縦 型 横 書 き １ 枚 ・ 自 由 様 式 ） を 添 付 す る こ と 。  



※ ホームページ等で公表します。（ 様 式 ３ ） 
立 教 Ｓ Ｆ Ｒ － 院 生 － 報 告   

 

研究発表（研究によって得られた研究成果を発表した①～④について、該当するものを記入してください。該当するものが多い場合は

主要なものを抜粋してください。なお、成果発表を確認できる資料を合わせて提出してください。） 

①雑誌論文（著者名、論文標題、雑誌名、巻号、発行年、ページ） 

②図書（著者名、出版社、書名、発行年、総ページ数） 

③シンポジウム・公開講演会等の開催（会名、開催日、開催場所） 

④  その他（学会発表、研究報告書の印刷等） 

 

①雑誌論文（著者名、論文標題、雑誌名、巻号、発行年、ページ） 

菅森朝子、博士学位申請論文、 「乳がんの経験を継承する――乳がん同病者関係の社会学

的研究」、 2021 年 3 月  

 

④その他（学会発表、研究報告書の印刷等） 

菅森朝子「乳房再建は何をもたらすのか〜乳がん経験者の語りから〜」、社会福祉研究所第

１回研究例会、 2020 年 10 月 10 日、オンライン開催  

 

 


